
「体育で一番大切なこと」より 「運動会での視点」

下記の競技での指導者の問題点 その例

１ リレー 走力だけではない。技能をしっかり

学年の特性を考えて 低＝折り返し（障害物、回旋でもＯＫ）高＝トラック

スタート 戦から出ない、足を引いてスタンディング・スタート

タッチ 必ず、後ろ向きで。低は、後ろのカラーコーンを回って

ゾーン 前のラインも後ろのラインも出ない。低＝短→高＝長

ゴール 危険がないようにテープは離れて持つ

判定 必ず、教員が真横から見る。判定は、胸（ポールを立て

るか、ゴールテープを持つ子をしゃがませテープを見る）

２ 短距離走・かけっこ 学年別課題をしっかり（１年＝まっすぐ走る・・・）

言葉 徒競走ではない。１００ｍ走などは可

スタート スターターは、全員が見える位置、フライング✕ 審判

走路 ラインをまたがない。そこが、指導 途中の障害物✕

ゴール リレーと同じ

判定 リレーと同じ

３ 大玉送り 総力「１人はみんなのために、自分の役割を果たす」

ルール 確実に守らせる。大人はゼッタイ手を貸さない。

距離 必ず等距離になるように中央部分は測ってカラーコーン

判定 ゴール真横で判定、違反は厳正に理由をはっきりさせる

４ 集団競技 作戦を生かす場があるかどうかで、おもしろさが違う。

ルール 内容や判定基準は、アナウンスや事前のお知らせで明記

判定（どこで） ゴール真横で判定。お立ち台か式台で紅白旗を使って

５ 騎馬戦（組み立て体操） 正々堂々、そして作戦を生かす。

配慮 危険な場所には、教師全員で邪魔せずフォローに当たる

位置 条件は、必ず同じにする

判定（明示） 常に動いて真横で判定。安全確保も頭に入れて

６ 開閉開式 式という儀式であることを意識

スタイル 子供と同じように上着はズボンの中に入れる。

言葉 「してください」ではなく「しましょう」「しなさい」

立ち位置 児童の前に立つ。行進でもできるだけ自分でできるよう

タイミング 次のことを考えて行動する。競技中に得点出さない。

鳴り物 駆け足行進曲か？並足行進曲か？太鼓は合図に使わない

７ 整列、 号令で。「気を付け」「休め」「前え～倣え」間隔、感覚

歩行、 天頂から吊られているように体を伸ばす。手を振る。

方向転換、停止 あまりないが、横を揃える。リズムを合わす。

すべてに共通する観点

・公平性 ・客観性 ・安全性 ・誰でもどこでもわかる

・子供に要求することを教師がやっているか？


